
（科目コード ： 8000520004CC）
【改訂】第19版（2015-03-09）
【科目】応用物理Ⅱ
【科目分類】 専門科目 【選択・必修の別】必修 【学期・単位数】前期・1単位
【対象学科・専攻】環境都市  4年
【担当教員】 宇治野　秀晃

【授業目標】
□多自由度系における質点の運動方程式が書ける.
□運動方程式を解き, 振動モードを求めることができる.
□フーリエ級数展開を用いて, 連続体の振動を解析することができる.
□それらの知識を, 実際の物理現象に適用することができる.

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数は22.5 時間である．フーリエ解析のテクニックを用いた，大学教養程度の線型の振動・波動
現象に関する基本的な理論を学習する．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：振動・波動：小形正男：裳華房：978-4785320881

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【メッセージ】
基本的にほぼ教科書に沿って講義を進める．ただし講義時間数との兼ね合いで講義で取り上げる内容や順序等を必要
に応じ再構成する．

【ＵＲＬアドレス】
http://butsuri.nomaki.jp/

【事前に行う準備学習】
応用物理Iの内容(運動方程式の立て方, その解き方)の復習.

【成績評価方法】
[前期]中間試験：40％,期末試験：40％,レポート：20％

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 フーリエ級数展開を利用して，連成振動の運動方程式を解析し，規 50 % 前期中間試験とレポートにより評価する．

準振動を導くことが出来る．またこれを利用して，対応する物理現

象に応用することが出来る．

2 フーリエ変換を利用して，波動方程式の境界値問題の一般解を導く 50 % 前期期末試験とレポートにより評価する．

ことが出来る．またこれを利用して，対応する物理現象に応用する

ことが出来る．

【本校の学習・教育目標】
◎(B-1) 工学の基礎となる自然科学の科目を理解する
○(C) 技術的問題解決のための専門分野の基本的知識を身に付ける

各学科における専門科目を学習することにより、技術的課題を理解し対応できる
【授業計画】（応用物理Ⅱ）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第1回～第6回 多自由度系の振動 ・簡単な連成振動 ・レポート

・鎖状につながれた質点の連成振動

第7回 中間試験 ・第1回～第6回までの講義内容に関する試験

第8回～第11回 連続体の振動 ・連成振動の連続極限 ・レポート

・波動方程式の解

・フーリエ級数展開

第12回～第15回 振動・波動現象の応用 ・位相速度・群速度 ・レポート

・物質波・自由粒子のSchroedinger 方程式

定期試験 ・第8回から第15回までの講義内容に関する試験


